
＊現状の悪さを改善するための対策を検討する ＊有形効果について整理する

＊数値では表せない目に見えない効果、予想しなかった効果などを整理する

＊ＰＤＣＡに沿って対策案の実施スケジュールを立てる

＊ルール化、標準化などにより元に戻らない処置・対策を考える

＊残された問題の対策、もっと良くするための提案などを整理する

＊活動の効果、課題とは別に良かった点、悪かった点など反省事項をまとめる

⑨歯止め

⑩今後の課題

⑪活動の反省

対策項目 担当

対策項目

改善小集団活動計画／報告書（２／２）

⑤対策

⑥実施スケジュール

⑦効果の確認

⑧無形効果

問題点

テーマ名
グループ
名

リーダー

メンバー
所属

作成
者作成
日


